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都幾川・越辺川流域のカワムツとヌマムツの記録について

斉藤裕也（ヤリタナゴ調査会）

　都幾川・越辺川流域には国内外来種であ

る「カワムツ」が少なからず生息することが

報告されている。かつて本種は二つの型が

存在することが知られ、中村（1969）が湖

沼に生息するものを A 型、河川に生息する

ものを B 型として区分した。そして Hosoya 
et al.（2003）では A 型はヌマムツ、B 型を

カワムツと命名し別種とした。現在はカワ

ムツとヌマムツの 2種として扱われる（中

坊2013）。しかし埼玉県内の報告では単に

「カワムツ」と記述される事が多く A 型、

B 型を含むかつての「カワムツ」か、中村

（1969）が B 型とし、Hosoya et al.（2003）が

2種に分けた後のカワムツか判然としない報

告が多い。

　中村（1969）が A 型と B 型を提唱した後

の埼玉県内の報告で型の区別をしている文献

は少なく、渡辺（1990）が型を分けて A 型

を記録した後も、型分けをしていない文献が

ある。そして、三浦・泉（2016）が都幾川最

下流にある川島町の長楽用水の個体をヌマム

ツと報告するまで、Hosoya et al.（2003）が

報告したカワムツとヌマムツを別の種として

扱う報告はなかった。1978年から2008年まで

の「カワムツ」と記述された都幾川・越辺川

流域を扱う文献の記述概要を表 1に示す。

　初めて県内で「カワムツ」を記録したのは

福島（1978）であり、鳩山村（当時）の鳩

川（越辺川支流）で1973年 7 月25日に確認し

ている。この記録に型分けの記述はない。環

境庁（1982）にも同一日、同一地点の記録が

記述されている。渡辺（1990）は A 型が越

辺川中流部で確実に生息数を増やしていると

記述している。その後、金沢（1991）、福嶋

（1991）、金沢ほか（1997）の報告では型を分

けて記述していない。渡辺（2000）では越辺

川で A 型が広く定着しており、B 型は採取

さていないと記述していることが特筆され

る。その後、金沢（2000）では小川町内の兜

川等で A 型と記述、嵐山町（2003）では嵐

山町内で型分けせずに記述しているが、掲載

された写真は A 型と判断される。さらに福

嶋（2008）では越生町内の越辺川本支流で採

取した個体を型分けせずに記述している。

　これらから、2008年までの都幾川・越辺川

流域の「カワムツ」の記録には型分けして

いない記録と A 型と記述した記録がある。

1978年の初記録から2008年までに B 型と記

述した記録はなく、渡辺（2000）は、これま

で越辺川で B 型は採取されていないと記述

している。このことから型分けされた記録は

全て A 型であり、現在はヌマムツと称する

表 1 　都幾川・越辺川流域の「カワムツ」の記録概要

文献名 状　　況 型の区別 その他

福島義一（1978） 1973年 7 月25日　鳩山村鳩川で現認 型分けせず

環境庁（1982） 1973年 7 月25日　鳩山村鳩川で現認 型分けせず 福島義一氏が記入

渡辺昌和（1990） 越辺川中流域で増えている魚としてカワムツA型と記述 A型

金沢 光（1991） 都幾川、越辺川、飯盛川 他 4 河川で記録 ※ 型分けせず

福嶋義一（1991） 越辺川の毛呂山町西戸と鳩山町石坂で記録 型分けせず

金沢 光 ほか（1997） 都幾川、越辺川、槻川、毛呂川 他20河川で記録 ※ 型分けせず

渡辺昌和（2000） 越辺川の本支流のほとんどにA型が定着と記述 A型
（越辺川ではB型は採取されていないと記述）

金沢 光（2000） 小川町内の兜川、木呂子川、木部川、角山川で記録 A型

嵐山町（2003） 嵐山町内の河川で記録 （写真はカワムツA型） 型分けせず

福嶋義一（2008） 越生町内の越辺川の本支流 型分けせず

※都幾川・越辺川以外の流域の確認
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ものであると推定される。また、型分けされ

ていない「カワムツ」の記録の場所は、今

後生息地に赴いて実地に調査して Hosoya et 
al.（2003）によるカワムツかヌマムツか確認

する必要がある。

　「カワムツ」が A 型、B 型と型分けされ、

各々が別種とされていく過程で、埼玉県内の

報告がそれに対応していない事を、都幾川・

越辺川流域の「カワムツ」の記録を例に示し

た。

　今後、都幾川・越辺川流域のカワムツとヌ

マムツ両種の分布について、別途調査を行っ

て報告したいと考えている。
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